
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 
 

2017 年 2 ⽉ 
 

 

「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第 4 回）開催報告 
 

2016 年 10 ⽉ 28 ⽇（⾦） 兵庫県・武庫川 
 

主催：「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

共催：兵庫県 県⼟整備部 ⼟⽊局 武庫川総合治⽔室 

／⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

座学による講義 閉会挨拶 武庫川での研修 ワークショップ⾵景

公益財団法⼈河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第 4 回） 

開催報告 

2016 年 10 ⽉ 28 ⽇（⾦） 兵庫県・武庫川 

はじめに 

⼩さな⾃然再⽣の実践を通じて技術普及に尽⼒されている専⾨家の⽅々、専⾨知識の社会

への橋渡しの専⾨家、そして有志の若⼿研究者や実務者で構成される「⼩さな⾃然再⽣」事

例集編集委員会（現 「⼩さな⾃然再⽣」研究会）により「⽔辺の⼩さな⾃然再⽣事例集」

が２０１５年３⽉に刊⾏されました。 

兵庫県武庫川をフィールドに、事例集で紹介した⼩さな⾃然再⽣の考え⽅や留意点等につ

いて、講義や意⾒交換を通じて学ぶとともに、武庫川現地を歩きながら川の特徴や⼩さな⾃

然再⽣の進め⽅を議論し、⼩さな⾃然再⽣の知⾒を共有することを⽬的として、2016 年 10

⽉ 28 ⽇（⾦）に研修会を開催しました。 

この開催報告は、⼩さな⾃然再⽣の技術や今後の進め⽅について研修会の参加者とともに

学び議論した内容の⼀部を、当⽇の写真を中⼼に皆様にご紹介するものです。合わせて、研

修会翌⽇に開催された「第 5 回みんなで取り組む武庫川づくり交流会」の様⼦も紹介してい

ます。 

本研修に全⾯協⼒頂きました兵庫県県⼟整備部⼟⽊局武庫川総合治⽔室、及び「⼩さな⾃

然再⽣」研究会の皆様に厚く御礼申し上げます。 

2017 年 2 ⽉ 

⽇本河川・流域再⽣ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 
 開催⽇時： 2016 年 10 ⽉ 28 ⽇（⾦）10:00〜17:00 

 開催場所： 兵庫県宝塚市⽴⻄公⺠館 ／ 武庫川（⻄宮市） 

 参加者：50 名（⼀般参加者：32 名、兵庫県職員：11 名、研究会 7 名） 

 主 催： 「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

 共 催： 兵庫県 県⼟整備部 ⼟⽊局 武庫川総合治⽔室  

／  ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク (JRRN) 

 講師： 和歌⼭県⽴⾃然博物館 ／ 兵庫県 県⼟整備部 ⼟⽊局 武庫川総合治⽔室 

 ／ 「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

 司会進⾏：三橋弘宗（兵庫県⽴⼤学⾃然・環境科学研究所 ／「⼩さな⾃然再⽣」研究会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（午前）会議室にて「⼩さな⾃然再⽣」に関する座学研修 

 10:00-10:05: 開会挨拶（⼟屋 信⾏：⽇本河川・流域再⽣ネットワーク） 

 10:05-10:10: 研修会主旨説明（和⽥ 彰：⽇本河川・流域再⽣ネットワーク ） 

 10:10-10:35: ⼩さな⾃然再⽣のすすめ 

（三橋 弘宗：兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所） 

 10:35-11:00: 武庫川での取組み紹介 

（稲⼭ 諒：兵庫県 県⼟整備部 ⼟⽊局 武庫川総合治⽔室） 

 11:00-11:30: ウナギの⽣態について（揖 善継：和歌⼭県⽴⾃然博物館） 

 11:30-11:55: ⼩さな⾃然再⽣の留意点（原⽥ 守啓：岐⾩⼤学流域圏科学研究センター） 

（昼休み）12:00-12:45: 昼⾷ 

（午後１）武庫川にて現場研修  

 12:50-15:15: 武庫川を歩きながら、⼩さな⾃然再⽣に関わるアイデアを交換。 

（1. 武庫⼤橋下流の簡易⿂道施⼯箇所(2 号床⽌⼯)、2. 仁川合流点） 

（午後２）会議室にてワークショップ 

コーディネータ：三橋 弘宗：兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所 

 15:30-17:00: ワークショップ「⿂類の⽣息・遡上環境の改善 〜ウナギ⽯組や落差⼯対策」 
 17:00: 閉会挨拶（⼀宮 ⼤祐：兵庫県⻄宮⼟⽊事務所武庫川対策室）
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開会挨拶 

 

 

 

「⼩さな⾃然再⽣」研究会の幹事を務める⽇本河川・流域再⽣ネットワーク(JRRN)の⼟屋代表理

事より、開会挨拶として本⽇の研修会の開催趣旨やこれまでの研究会としての取組みについて説

明しました。 

⼟屋 信⾏（⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 代表理事）より開会挨拶 
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座学研修（午前） 
 

 

 

 研修会主旨説明 及び 「⽔辺の⼩さな⾃然再⽣事例集」紹介 

（和⽥ 彰：⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 事務局） 
各講演に先⽴ち、本研修会を主催する「⼩さな⾃然再⽣」研究会とこれまでの活動履歴、また

「⽔辺の⼩さな⾃然再⽣事例集」の概要を紹介後、本⽇の全体プログラムについて説明しました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-1」を参照 
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⼩さな⾃然再⽣のすすめ 

（三橋 弘宗：兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所） 
はじめに、⼤掛かりな⾃然再⽣ではなくても、ちょっとした⼯夫や仕掛けでできる⾃然再⽣とし

て「⼩さな⾃然再⽣」の考え⽅を紹介頂きました。続いて、⼩さな⾃然再⽣の具体事例として、主

な担い⼿別に、学校や⾃治会、地域や企業による取組みを、更に適⽤技術別に、簡単にできる取組

みから少し⾼度な技術レベルを有する事例について紹介頂きました。最後のまとめでは「できるこ

とはたくさんある」をキーワードに、⽣態系の仕組みを理解し、⼟⽊技術者の知識も活⽤し、⾏政

の緩やかなサポートも得ながら進めていく必要性を説明頂きました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-2」を参照 
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武庫川での取組み紹介 

（稲⼭ 諒：兵庫県 県⼟整備部 ⼟⽊局 武庫川総合治⽔室） 
武庫川を管理する兵庫県県⼟整備部⼟⽊局武庫川総合治⽔室より、武庫川の概要や上流・中流・

下流部の特徴、また武庫川⽔系河川整備計画に基づく総合的な治⽔対策や動植物の⽣活環境保全・

再⽣に向けた取組み、更に天然アユが遡上する川づくりについてご紹介頂きました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-3」を参照 
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ウナギの⽣態について 

（揖 善継：和歌⼭県⽴⾃然博物館） 
全国の河川でウナギの保全に向けた取組みが進められていることを踏まえ、ウナギはどこに棲

み、何を⾷べて育つのかなどウナギの⽣態について、またその保全に向けた取組み事例などにつ

いて、和歌⼭県⽴⾃然博物館の揖善継先⽣より詳しくご講義頂きました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-4」を参照 
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⼩さな⾃然再⽣の留意点 

（原⽥ 守啓：岐⾩⼤学流域圏科学研究センター） 
「⼩さな⾃然再⽣」の実施に際しての留意点として、河川や⽔路管理者への許可申請等の⼿続

き（法的な規定）について、関係者調整や⾏政との協⼒等の⼈のつながり（⼈的な調整）につい

て、更に治⽔・景観への配慮や装備、緊急対応等の安全管理（現場での制約）の観点から説明頂

きました。 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-5」を参照 
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武庫川での現地研修（午後） 

  

 

  

  

 

  

 

 

武庫⼤橋下流に到着 

簡易⿂道施⼯箇所(2 号床⽌⼯) 

（袋詰⽟⽯を使ったプール型⿂道）

簡易⿂道について兵庫県より説明 簡易⿂道施⼯箇所の視察 

現地研修箇所へ出発 

簡易⿂道施⼯箇所(2 号床⽌⼯) 

（粗⽯付き斜路式⿂道） 
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仁川合流点に到着 仁川合流点の様⼦ 

仁川合流点の視察

ウナギ⽯組設置候補箇所の検討
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ワークショップ（午後） 

⿂類の⽣息・遡上環境の改善 〜ウナギ⽯組や落差⼯対策〜 

  

 

 

 

 

 

ファシリテーターの関⻄広域連合・瀧さんより進め⽅の説明 

討議の視点及び⼆つの検討課題「落差⼯における効果的な対策」「仁川合流点の⾃然環境の保

全・活⽤」について三橋先⽣より説明の後、5 班に分かれ、「⿂類の⽣息・遡上環境の改善 〜

ウナギ⽯組や落差⼯対策〜」をテーマにワークショップ形式で意⾒交換を⾏いました。その後、

午前の座学や現地視察も踏まえた各班のアイデアを発表し、実現性を含めた議論を深めました。 

コーディネーターの三橋先⽣よりワークショップ検討課題の説明 
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5 つの班に分かれてのアイデア出しとディスカッション

各班のアイデアを発表
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【グループ 1】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 1 によるディスカッションと発表

【グループ 1 の成果発表】 検討課題：仁川合流点の⾃然環境の保全・活⽤ 

・仁川合流点で⽯組みをどこに設置したらいいかという議論をし、代表的な４箇所のうち３地点

に⽯組みを⼊れたらどうかという意⾒が出た。 

・第１案は、床⽌めの上流であれば、⽯組みを設置してもそれが埋もれてしまったり、えぐれた

りすることが少なく⽐較的安定するのではないかというもの。早瀬になっていて、夜にはウナ

ギが出てきて餌をこのあたりで⾷べて、かつ棲みかもあれば増えていくことができるんじゃな

いかという意⾒があって決めた。 

・第２案は、対岸の⽔深かなり深く、２メートル以上の⽔深になっている箇所でウナギが多いと

いう結果が出ているので、流⽔があって、⽔深が深く、ウナギの⽣息環境に近いところであれ

ば⼦どもでも設置できるのではないかということで決めた。 

・第３案は、ウナギの良い環境に対する⽐較地点として、調査地点に設定したらいいのではとい

う意⾒で決めた。 
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【グループ 2】 

 

  

 

 

 

 

 

 

グループ 2 によるディスカッションと発表

【グループ 2 の成果発表】 検討課題：仁川合流点の⾃然環境の保全・活⽤ 

・この地点を⼈が集う場所にしたいと考え、ウナギの⽯組みの設置地点を 5 箇所考えた。 

・１〜２地点⽬は、⼈の⽬につきやすいということで選んだ。この上の地点は⽔の当たりが強

く、ウナギがよくいるということで選び、下の地点は、少し溜りになっていた場所を選ん

だ。流れの強い場所と溜りのある場所で⽐較ができるという点と、流れを邪魔しないので、

河川を管理する側にしてもよいという点で選定した。 

・３地点⽬は、流れが複雑になっているところに置いてみるとおもしろいんじゃないかという

ことで選んでみた。 

・４〜５地点⽬は、本流にも置こうということで、浅い場所と膝ぐらいの⾼さのちょっと深い

場所で⽐較できる地点を選んだ。⽀流の⽅と本流の⽅で違いが⽣まれるのかということも⽐

べられるということで選んだ。 

・グループ４からも発表があった通り、武庫川は⾮常に⼈が集いやすい場所で、⽣き物が帰っ

てきたら⼈も帰ってくる。武庫川でもこの合流点が⼀番貴重な空間で、⿂だけでなく、他の

⿃もトンボも、みんな帰ってきて欲しいというのが⼀つ。もう⼀つは、実際に私⾃⾝が⽯を

運ぶということを考え、⽯のあるところで作業ができるところを選んだ。 
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【グループ 3】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 3 によるディスカッションと発表

【グループ 3 の成果発表】 検討課題：仁川合流点の⾃然環境の保全・活⽤ 

・４つの項⽬（①モニタリング、②伏流⽔のある場所、③⽔衝部・⽔通しの良い場所、④作業に

しやすさ）でウナギの⽯組みの設置箇所を決めた。 

・流れが弱く流出しにくい点、モニタリングがしやすいという点で選んだ。 

・⽔制のところで、現状でウナギが既に⽣息していそうだと考え、さらに⼿厚く設置するのはど

うかという考えで選んだ。 

・常松ポンプ場というのがあって、そこから処理された⽔が冬場には温かい⽔が確保されてウナ

ギが住みやすいという考えで選んだ。上の⽅も伏流⽔があるので、こちらも冬場はある程度の

⽔温が確保できて、ウナギが住みやすいかなと考えた。 

・こちらの左岸側は、⽔深がどちらも深いのでモニタリングはしにくいものの、右側、上流側で

あれば、⽔通しがよいのでウナギにはいいのかなと考え選んだ。 

・こちらは、岸の上に⼤きな礫がたくさんあるので、それを転がして作業がしやすいのかなとい

う観点から選んだ。 
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【グループ 4】 

  

  

 

 

 

 

 

グループ 4 によるディスカッションと発表

【グループ 4 の成果発表】 検討課題：仁川合流点の⾃然環境の保全・活⽤ 

・３０〜４０年前はここはヨシ原だったが、橋ができてしまったことで消失してしまった。と

ころが、数年前から台⾵の増⽔等で武庫川が運んできた⼟砂が⼤きな砂州をつくって⽣物相

が豊かになり、休⽇には⼈の利⽤の多い⼈気スポットとなっている。ここをうまく⼯夫し

て、武庫川全体の中でもいい場所にしていこうというのが共通意⾒である。 

・流れが集中して護岸が危なくなっている右岸側の流路に着⽬して、そこに⽯組み、蛇かご、

⽯みたいなものを⼊れることで、護岸を守りつつ、⽣き物の棲みかをつくってはどうかと考

えた。 

・もともとの流路に⽔が流れるようにしてはという意⾒もあったが、押し寄せてくる⼟砂に対

してちょっと掘ってみても効果は出ないので、中州になった島の真ん中を掘ることで、みお

筋を２つに分け、⽣き物が住める場所を拡⼤してはどうかと考えた。 

・⼟砂がせき⽌められているところの⽔際を少し切り下げてみて、⽣物とか環境に対して良い

結果が出たら、兵庫県に提案して全⾯的にやるというサイクルにつなげていったらよいので

はないか。 

・利⽤者の視点から、⽣き物の観察をしやすいような⼯夫や看板などを設置したらどうかとい

う意⾒も出た。 

・そのための⽯組みの設置場所は、⼀番上側の流路のピンポイントになるところで議論がまと

まった。 

・三橋先⽣による、この場所が武庫川の豊かな環境の発信基地になる、洪⽔が起きたときの⽣

き物の逃げ場所になるという話に⼤変感激した。 
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【グループ 5】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 5 によるディスカッションと発表

【グループ 5 の成果発表】 検討課題：武庫⼤橋下流落差⼯(2 号床⽌⼯)における効果的な対策

・課題としては、アユの遡上経路が１つになってしまっているのではないかなと思い、その対策に

ついて考えた。 

・先ほど現場に⾏ってわかったが、カワウとかの⿃がたくさんいたので、川の近くに⼈々が⾏ける

ようになれば、アユを餌とするような⿃もあまり近づかなくなるのではないか。 

・袋詰⽟⽯が現場にたくさんあったが、⼤きいサイズだけではなくて、さまざまなサイズの袋詰⽟

⽯を⽟⽯があったところに置いて、グラデーションになるような段差をつけていけば、さまざま

な流れが発⽣して、いろいろな⿂が遡上できるのではないか。 

・⿂が堰を越えた後が、例えば平たいところで何も障害物もなければ、そこにブラックバス等がい

ると捕⾷されてしまうので、⽟⽯をもうちょっと上までかぶせてやって、軟着陸できるような⼯

夫もあってもいいのではないか。 

・⾒た⽬が悪いというクレームが出るというような意⾒もあったので、もうちょっと啓発をしっか

りして、何のためにこれをやっているかというような看板であるとか、もっとイベントを活発に

して、より理解を深めていこうという意⾒も出た。 
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【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ総括での主な意⾒ 
 場所を⽐較する、時間の軸で物を⾒る、⾃分たちで試してみるという、この３つプロセス

をうまくやっていければ、武庫川での取り組みはうまくいくということを確信した。（原

⽥先⽣） 

 地元の⽅とか専⾨職の⽅、いろいろな⽴場の⽅が集まって⾒ることによって、湧⽔の場所

などの情報とか、そこに専⾨的な知識をちょっと⾜してあげることによって、効率的なこ

とができるなということを強く感じた。（揖先⽣） 

 仁川合流点で何を⾒るべきかというと、何で州があるかというのを考えて欲しい。州があ

るということは、増⽔時にそこに⽔が流れたということで、⼤きな⼒がかかっている可能

性が⼤きいということ。そういう場所に何かつくっても必ず壊れてしまう。川を⾒ると

き、⼩さな⾃然再⽣をやる場合も、増⽔時の⼒をどうやって⾒るか、それは履歴として必

ず地形に残っているはずですので、現状の流れにとらわれないような⾒⽅で次のステップ

に進んで頂きたいなあと思う。（岩瀬さん） 

各グループ発表を踏まえた、講師や研究会メンバーによるワークショップ総括 
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閉会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 私達職員も含めて皆様が同じ⽬標に向かって川づくりを考える場を作って頂けてよかったと思っ

ています。こうした機会は少ないので、これからどういう⾵に研修会を進めていったらよいかにつ

いても、また三橋先⽣とも相談させて頂きながら機会を設けていければと思います。今⽇、集まっ

て頂いた皆様それぞれ、何か得られたものがあると思いますので、これから⾊々と提案を頂けると

ありがたいと思います。 

ご参集の皆様に感謝を申し上げまして、閉会のご挨拶とさせて頂きます。 

皆さん、今⽇はお疲れさまでした。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

⼀宮 ⼤祐（兵庫県⻄宮⼟⽊事務所・武庫川対策室）より閉会挨拶 
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「第５回みんなで取り組む武庫川づくり交流会」

（10/29 開催）における⽯組み設置体験の概要報告 
 

現地研修会の翌⽇（2016 年 10 ⽉ 29 ⽇）には、武庫川 仁川合流点において、兵庫県県

⼟整備部⼟⽊局武庫川総合治⽔室が主催する「第 5 回みんなで取り組む武庫川づくり交流

会」が開催されました。この交流会では、前⽇の現地研修会にも参加した武庫川流域圏ネッ

トワークや「⼩さな⾃然再⽣」研究会のメンバーも協⼒し、研修会ワークショップにおける

意⾒も参考に河原の丸⽯を組み合わせた⽯組みの試験設置が⾏われましたので、その様⼦を

簡単に紹介させて頂きます。（⇒ 交流会の概要は「参考資料 3」を参照） 

  
 

 

  
 

 

交流会参加者による⽔⽣⽣物観察会 

⽯組みの造り⽅の説明 材料となる河原の⽯の運搬⽅法の説明 
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仁川における⽯組み設置 

 

  

 

  

 

  

 

⽯組みの下部に網を設置（⽣き物観察⽤） 

河原の⽯を運搬 結束バンドで網を固定 

結束バンドで仕上げ作業 完成した仁川の⽯組み 
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武庫川本川における⽯組み設置 

 

  

 

  

 

  

  

⽯組みの下部に網を設置（⽣き物観察⽤） ⽯を積む型枠を設置 

型枠を撤去 

武庫川本川の⽯組み完成 

河原の⽯を皆で運搬 
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参考資料 1（午前座学の講義資料） 

【参考資料 1-1】 研修会主旨説明 講義資料 
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【参考資料 1-2】 ⼩さな⾃然再⽣のすすめ 講義資料（1/3） 
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【参考資料 1-2】 ⼩さな⾃然再⽣のすすめ 講義資料（2/3） 
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【参考資料 1-2】 ⼩さな⾃然再⽣のすすめ 講義資料（3/3） 
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【参考資料 1-3】 武庫川での取組み紹介 講義資料（1/4） 
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【参考資料 1-3】 武庫川での取組み紹介 講義資料（2/4） 
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【参考資料 1-3】 武庫川での取組み紹介 講義資料（3/4） 
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【参考資料 1-3】 武庫川での取組み紹介 講義資料（4/4） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（1/7） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（2/7） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（3/7） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（4/7） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（5/7） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（6/7） 
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【参考資料 1-4】ウナギの⽣態について 講義資料（7/7） 
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【参考資料 1-5】⼩さな⾃然再⽣の留意点 講義資料（1/2） 
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【参考資料 1-5】⼩さな⾃然再⽣の留意点 講義資料（２/2） 

 

 

 

 

 

 

 



 40 

「
⼩

さ
な

⾃
然

再
⽣

」
現

地
研

修
会

（
第

4
回

）
開

催
報

告
 |

  2
01

7/
2 

参考資料２－参加者募集チラシ（表⾯） 
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参考資料２－参加者募集チラシ（裏⾯） 
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参考資料 3 

「第５回みんなで取り組む武庫川づくり交流会」案内チラシ 
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「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第4回）開催報告 
〜   2016年10⽉28⽇（⾦） 兵庫県・武庫川 〜 
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